
平成２８年 多賀城市教育委員会第２回定例会会議録

１ 会議の年月日 平成２８年２月２６日（金） 

２ 招集場所   市役所５階 ５０１会議室

３ 出席委員   委員長 浅野 憲隆  委 員 菊池 すみ子 

  委 員 今野 喜弘  委 員 樋渡 奈奈子 

  教育長 菊地 昭吾 

４ 欠席委員   なし 

５ 説明のため出席した事務局職員 

副教育長兼教育総務課長 大森 晃  

学校教育課長   髙砂 弘之 

生涯学習課長   萱場 賢一 

文化財課長    郷右近 正晃 

参事兼教育総務課長補佐  佐藤 良彦 

６ 傍 聴 人  なし 

７ 記 録 係  教育総務課副主幹 伊東 芳恵 

８ 開会の時刻  午後６時 

９ 議事日程 

   日程第１  前回会議録の承認について 

   日程第２  会議録署名委員の指名について 

   日程第３  諸般の報告  

事務事業等の報告 

   日程第４  議 事 

臨時代理事務報告第２号 平成２７年度多賀城市一般会計予算（第９号）

に対する意見について 

臨時代理事務報告第３号 平成２８年度多賀城市一般会計予算に対する

意見について 

議案第８号 多賀城市教育委員会組織規則の一部を改正する規則につい

て 

議案第９号 教育長に対する事務委任等規則の一部を改正する規則につ

いて 

議案第１０号 多賀城市民会館条例施行規則の一部を改正する規則につ

いて 

議案第１１号 多賀城市公民館管理規則の一部を改正する規則について 

-1-



議案第１２号 多賀城市体育施設条例施行規則の一部を改正する規則に

ついて 

議案第１３号 多賀城市立図書館条例施行規則について 

議案第１４号 多賀城市立図書館条例の一部を改正する条例の施行期日

を定める規則について 

議案第１５号 名勝おくのほそ道の風景地「壷碑（つぼの石ぶみ）・興

井・末の松山」保存活用計画の策定について 

日程第５  その他 

委員長   

ただいまの出席委員は５名であります。定足数に達しておりますので、これ

より平成２８年第２回定例会を開会します。 

日程第１ 前回会議録の承認について

委員長   

はじめに、第１回定例会及び第１回臨時会の会議録について、承認を求めま

す。 

会議録については、事前にお配りをいたしておりますので、本日は朗読を省

略します。第１回定例会及び第１回臨時会の会議録について承認を求めます

が、御異議ありませんか。 

  （異議なしの声あり） 

委員長 

     異議がないものと認め、第１回定例会及び第１回臨時会の会議録について

は、承認されました。 

日程第２ 会議録署名委員の指名について

委員長  

       続きまして、会議録署名委員の指名を行います。会議録署名委員は、多賀城

市教育委員会会議規則第２２条第３項の規定により、菊池すみ子委員、今野委

員を指名します。よろしくお願いいたします。 

日程第３ 諸般の報告について
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        事務事業等の報告

委員長 

      これより、本会議に入ります。事務事業等の報告について、教育長の説明を

求めます。 

教育長   

諸般の報告をいたします。平成２８年第１回教育委員会定例会以降の事務事

業の執行状況及び諸会議等の状況は、次のとおりです。 

教育総務課関係、１月２９日、「平成２７年度宮城県市町村教育委員会協議

会教育委員･教育長研修会」が仙台市内で開催され、浅野委員長と今野委員、樋

渡委員が出席いたしました。 

２月１日、「市議会全員協議会」が開催され、「多賀城市立図書館運営審議

会の設置」について、市議会へ説明いたしました。 

２月４日、「平成２７年度多賀城市教育功績者等表彰式」を開催し、個人で

２３名と５団体の方々に表彰状を授与いたしました。 

２月５日、平成２８年度に予定している城南小学校校舎の大規模改造事業に

ついて、国庫補助事業の採択に関する要望書を、市長、副教育長が文部科学省

を訪問し、馳浩文部科学大臣等へ提出いたしました。 

２月１０日、第１回教育委員会臨時会を開催し、「県費負担教職員の任免等

の内申」ほか３件について、原案のとおり可決しました。 

２月９日から３月８日まで２９日間の会期で「平成２８年市議会第１回定例

会」が開催され、教育委員会関係の議案では、先月の定例会で可決しました「多

賀城市立図書館運営審議会条例」及び、本日の臨時代理事務報告で提案してお

ります「平成２７年度一般会計補正予算（第９号）」については、原案のとお

り可決されました。また、「平成２８年度一般会計予算」につきましては、現

在、予算特別委員会で審議しております。 

一般質問については、２月２２日と２３日に行われ、教育委員会関係の質問

者は９名でした。なお、質問内容及び回答要旨は別紙のとおりです。 

学校教育課関係、２月５日、「平成２７年度教育研究論文表彰式及び学校運

営研修会」を文化センターで開催いたしました。 

教育研究論文については、市内小・中学校の教職員から１１点の応募があり、

内容が特に優れている論文２点に対し、優秀賞及び奨励賞として教育委員会で

表彰しております。表彰後、表彰された論文の発表をしていただきました。 

また、引き続き行われた学校運営研修会では、４校の教職員がそれぞれの学

校の実践研究の成果を発表いたしました。 
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１月中旬から流行し始めたインフルエンザにより、多賀城市内の小学校では、

１月２６日から２月１７日までの間、６校１５学級において１日間から２日間

（延２８日間）の学級閉鎖措置をとりました。今後もうがいや手洗いの励行等、

予防策の徹底を指導してまいります。 

生涯学習課関係、１月２９日、市立図書館の入居するＡ棟の建築工事が完了

し、引き渡しを受けました。図書館開館に向けた図書館資料の整理作業を順調

に進めております。 

２月４日、「青少年健全育成多賀城市民会議主催青少年善行者表彰式」が市

役所６階会議室で開催され、ジュニアリーダーとして活躍した高校生や地域お

こしに尽力した小学生など６名が表彰されました。 

２月６日、生涯学習１００年構想実践委員会主催の「ゆめ大会」が文化セン

ターで開催され、市内１０校の小中学生が未来の夢について意見を発表しまし

た。同日、「多賀城ライオンズカップ第１２回フットサル大会」が総合体育館

において開催され、３５チーム３５２名の参加がありました。 

２月１４日、「高橋正典のドラマティックヴァレンタイン」が文化センター

で開催され、１９４名の来場者がありました。 

前回定例会以降、各公民館では高齢者事業、映画会、料理教室、健康講座な

ど１３の社会教育事業が実施され、約３５０名の参加者がありました。詳細は

下記一覧表をご覧ください。 

文化財課関係、１月２８日、「第１回宮城県日本遺産連絡協議会」が県庁に

おいて開催され、文化財課長等が出席いたしました。 

２月２日、多賀城地区ほ場整備事業に係る発掘調査現場を市長、副市長が視

察し、副教育長、文化財課長等が同行いたしました。 

２月８日、「第７回多賀城南門等復元検討委員会議」が開催され、教育長、

副教育長、文化財課長等が出席いたしました。多賀城南門復元意匠案等につい

て協議が行われました。 

２月１８日と１９日、名勝おくのほそ道の風景地「壺碑（つぼの石ぶみ）・

興井・末の松山」保存活用計画書作成に係る協議のため、文化財課長等が文化

庁と奈良文化財研究所へ出張いたしました。３月末の保存活用計画策定に向け、

全項目にわたり最終的な確認、協議を行いました。 

平成２８年２月２６日提出、教育長、以上でございます。 

委員長   

ただいまの教育長の事務事業等の説明について、何か質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

委員長 
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質疑がないものと認め、事務事業等の報告を承認します。 

日程第４ 議事 

臨時代理事務報告第２号 平成２７年度多賀城市一般会計補正予算（第９

号）に対する意見について 

委員長   

次に、臨時代理事務報告第２号平成２７年度多賀城市一般会計補正予算（第

９号）に対する意見について、教育長の説明を求めます。 

教育長   

臨時代理事務報告第２号平成２７年度多賀城市一般会計補正予算（第９号）

に対する意見について、担当課長から説明させます。 

委員長  

  副教育長。 

副教育長  

臨時代理事務報告第２号平成２７年度多賀城市一般会計補正予算（第９号）

に対する意見についてですが、市長から地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２９条の規定に基づく意見を求められたことから、平成２８年１月

２９日に臨時代理により別紙のとおり回答したので報告するものです。 

別紙ですが、次のページをご覧ください。こちらにありますとおり、異議

ない旨回答しております。今回の、補正予算の内容等につきましては、次の

７ページからの、資料に基づきまして、順にご説明いたします。 

こちらは、市議会に提案された議案でございます。この議案につきまして

は、２月１６日と１７日に開催された市議会定例会で承認を得ております。 

資料の１１ページをご覧下さい。歳出合計ですが、今回の補正額は、２６

億５，０６８万４，０００円の減額で、補正後の一般会計の予算額について

は、４００億６，３２２万円となるものです。 

１０款教育費につきましては、教育総務費から保健体育費まで補正をして

いますが、補正額は合計で１億９，６５０万５，０００円の減額で、補正後

の教育費の予算額は、４８億２，６９４万５，０００円となるものです。 

内容の詳細につきましては、各課長から順にご説明いたします。それでは、

歳出から内容をご説明いたしますので、３６ページ、３７ページをお願いい

たします。 

副教育長  

１０款１項２目事務局費で、１，８５０万２，０００円の減額でございます。 
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説明欄の教育総務課関係ですが、１の幼稚園就園奨励補助事業につきまして

は、補助金１，７５２万２，０００円を減額するものです。 

対象園児数については、平成２７年度予算積算（当初予算時）の際には、対

象園児数は１，０７９人を見込んでおりました。 

そのうち、本年度は、「私立学校授業料等軽減特別事業」の対象となった方

が、２８人おりました。これは、東日本大震災での被害が一定程度以上の場合

に、県から直接補助される制度ですので、市の助成対象者からは除かれること

になります。 

また、補助金の算定の際には、保護者の所得区分、第１子、第２子という子

どもの区分で補助金が算定されますが、補助金額の高い階層の人数が少なかっ

たために、全体として減額になっております。 

今回補正後の対象園児数は、９７５人を見込んでおります。なお、今回の補

正予算の財源ですが、減額後の幼稚園就園奨励費補助金につきましては、被災

した幼児につきましては、財源内訳に８３３万４，０００円の県補助金があり

ますが、これは、さきほどご説明した「私立学校授業料等軽減特別事業」のほ

かに、「宮城県被災幼児就園支援事業」県補助金の対象になっているものが、

９７５人のうち５７人おります。 

学校教育課長  

学校教育課関係で、説明欄１の学校教育指導事業は、教師用教科書、指導書

などの購入に使用するための費用ですが、事業費確定に伴う、９８万円の減額

補正でございます。 

副教育長  

１０款２項１目、小学校の学校管理費で、４，９１２万円の減額でございま

す。説明欄の、教育総務課関係ですが、１の学校施設維持管理事業では、７２

万３，０００円の増額補正です。内訳は、備品購入費になりますが、これは、

平成２８年４月から、特別支援学級の増が見込まれています。これは、多賀城

小学校（情緒障害学級）、山王小学校（難聴学級）、多賀城八幡小学校（情緒

障害学級）になりますが、そのための一般管理用備品の購入になります。 

備品の主なものといたしましては、多目的収納棚、スタッキングテーブル、

スポーツマット、パーテーション、安全ミラーなどでございます。 

今回、この備品購入費につきましては、財源内訳に記載のとおり、教育費寄

付金を充当しているものでございます。 

２の小学校環境整備事業で、８７６万６，０００円の減額補正です。多賀城

小学校への校務用パソコン導入に伴う、執行残でございます。 

次に、３の城南小学校増築事業で、３，９４２万７，０００円の減額補正で
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す。既存校舎の北側に特別教室等として校舎を増築しておりしたが、平成２７

年８月で完成しておりますので、このうち、１，９４２万７，０００円は、事

業終了に伴う執行残でございます。 

残りの２，０００万円につきましては、増築校舎に太陽光発電設置を見込み、

予算計上しておりましたが、本年度国庫補助の採択がなされなかったため、減

額するものでございます。 

こちらは、平成２８年度において、国の補助が受けられるよう、事業計画を

提出しているところでございましたが、今週になってから、補助の内定通知が

きております。国の平成２７年度の第１次補正予算で採択されましたことから、

改めて補正予算を組む予定でございます。 

学校教育課長  

学校教育課関係で、説明欄１の特別支援教育支援事業小学校ですが、特別支

援教育支援員報酬確定に伴う１３７万７，０００円の減額補正でございます。

説明欄２の就学児健康診断事業ですが、これは、科目変更に伴う執行残による

１０万１，０００円の減額補正でございます。説明欄３の夏休み学校プール管

理運営事業小学校ですが、プール開放日が予定より少なくプール監視員賃金減

に伴う１７万２，０００円の減額補正でございます。 

副教育長  

次に、２目小学校の教育振興費で、８４０万円の減額でございます。１の教

育教材整備事業で、３６万７，０００円の増額ですが、これは、さきほど学校

管理費の中でご説明いたしましたが、小学校３校に、特別支援学級が増設され

る予定でございます。 

学校管理費では、一般管理用備品の購入で、こちらは、教材の購入というこ

とで、消耗品費１万円と、備品購入費３５万７，０００円の増額でございます。 

その、主なものですが、消耗品では、ベストオセロ、スタディ将棋など、ま

た、備品購入費につきましては、難聴学級のダイナマイクセット、情緒学級の

２輪自転車などが主なものでございます。こちらも、教育費寄付金を充当して

いるものでございます。 

２の学校ＩＣＴ整備事業で、８０６万３，０００円の減額ですが、これは、

城南小学校、多賀城八幡小学校のコンピュータ室のパソコン等の更新の終了に

伴う、執行残でございます。 

学校教育課長  

学校教育課関係で、説明欄１の就学援助事業小学校の修学旅行費の事業確定

に伴う５０万９千円の減額補正でございます。説明欄２の特別支援教育就学奨

励事業小学校の学校給食費については、事業費確定に伴う１９万５，０００円
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の減額補正でございます。 

副教育長  

次に、１０款３項１目中学校管理費で、８９０万１，０００円の減額でござ

います。そのうち、説明欄の教育総務課関係ですが、１の中学校環境整備事業

で、８７６万６，０００円の減額補正です。多賀城中学校への校務用パソコン

導入に伴う、執行残でございます。 

学校教育課長  

次のページ、４０、４１ページをお願いします。学校教育課関係で、説明欄

１の夏休み学校プール管理運営事業中学校ですが、プール開放日が予定より少

なくプール監視員賃金減に伴う１３万５，０００円の減額補正でございます。 

副教育長  

次に、２目中学校費の教育振興費で、３７０万２，０００円の減額でござい

ます。そのうち、説明欄の教育総務課関係ですが、２の学校ＩＣＴ整備事業で、 

１４３万８，０００円の減額ですが、これは、第二中学校のコンピュータ室の

パソコン等の更新の終了に伴う、執行残でございます。 

学校教育課長  

学校教育課関係で、説明欄１の就学援助事業中学校の修学旅行費及び校外活

動費の事業確定に伴う２０８万５，０００円の減額補正でございます。説明欄

２特別支援教育就学奨励事業中学校の学用品費及び学校給食費につきまして

は、事業費確定に伴う１７万９，０００円の減額補正でございます。 

生涯学習課長  

続いて、４項１目社会教育総務費で１０万１，０００円の減額補正をするも

のです。 

説明欄の「社会教育委員事業」につきましては、平成２７年度における社会

教育委員会議の開催回数の見通しが立ったことに伴い、１節「報酬」で不用と

なる見込額を減額するものです。 

文化財課長  

次に、４目文化財保護費でございますが、２３１万２，０００円の減額補正

でございます。説明欄１の文化財保護管理事業につきましては、歳入において

ご説明申し上げますが、宮城県教育委員会経由処理交付金の減額が確定したこ

とに伴い、一般財源充当による財源組換えでございます。 

２の特別史跡多賀城跡復元整備事業は、平成６年策定の復元実施設計図見直

しの中で、復元建物の基礎・耐震補強の基礎資料としての地盤調査が必要にな

ったことから、各事業費の組み換えを行うものです。 

３の被災文化財（古文書等）保全等事業で２３１万２，０００円の減額補正
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は、１５節工事請負費、埋蔵文化財調査センター特別収蔵庫改修事業の確定に

よる執行残の減額補正です。 

次に、５目史跡保存費で、５，０００万円の減額補正でございます。説明欄

1 の多賀城跡附寺跡特別史跡公有化事業は、次の４２、４３ページをお願いし

ます。今年度土地公有化及び家屋移転補償を予定していました、１件の土地公

有化等が不調になったことからの減額と、他の家屋移転補償費の増額が見込ま

れることから各事業費の組み換えを行うものです。 

生涯学習課長  

続いて、６目図書館費で、４１万円の増額補正をするものです。 

説明欄の「図書資料整備管理事業」につきましては、教育費寄附金を活用す

るもので、小学校図書の充足率向上に資するため、小学校用一般図書の購入費

用として１１節「需用費」を増額するものです。 

文化財課長  

続いて、９目埋蔵文化財調査センター費で４，５８２万円の減額補正でござ

います。説明欄 1 の埋蔵文化財調査受託事業の１，４７４万７，０００円の減

額補正は、平成２７年第９回教育委員会定例会で本事業に係る減額補正をご承

認いただきました。その後６件の調査を実施しておりますが、いずれも遺構・

遺物の発見が極めて少なく人件費や重機使用等が削減されため、事業費を減額

するものでございます。 

２の埋蔵文化財緊急調査事業（復興交付金）の２，３４９万８，０００円の

減額補正は、今年度１２件の調査を実施しておりますが、これも先に御説明し

た埋蔵文化財調査受託事業と同様に、いずれも遺構・遺物の発見が極めて少な

く人件費や重機使用等が削減されため、事業費を減額するものでございます。 

３の調査資料デジタル化事業の３１５万４，０００円の減額補正は、当初本

事業において約４８，５００点の資料のデジタル化を予定しておりましたが、

デジタル化の大部分を占める写真資料において、撮影した調査箇所と図面等と

の照合が困難な写真資料が想定以上に多く、この整理作業に時間を費やすこと

なり、その結果、２５，８４０点の資料のデジタル化に止まったことによる減

額です。 

４の展示・報告会等開催事業及び次の４４、４５ページをお願いします。５

の埋蔵文化財調査センター庶務事務につきましては、事業費確定に伴う減額補

正でございます。 

学校教育課長  

１０款５項２目、学校給食管理費で９６８万１，０００円の減額補正でござ

います。学校給食センター関係、説明欄１学校給食調理事業で、上下水道料金
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値下げや都市ガス使用料減少及び食材発注業務の食数減に伴いまして９６８

万１，０００円の減額補正でございます。 

副教育長  

次に、債務負担行為の説明をいたしますので、資料の４８ページをご覧くだ

さい。上の表の６２番から６７番までが教育委員会関係になります。 

初めに教育総務課関係ですが、６２番、城南小学校校舎大規模改造事業に伴

うプレハブ借上げ料で、９２万４，０００円です。 

この内容ですが、現在、城南小学校の既存校舎の、大規模改造事業に伴って、

北側の増築校舎とプレハブ校舎を仮設の普通教室として利用しております。 

特別教室の一部も、普通教室として活用していることから、その特別教室の、

例えば図工室の作業台とか、椅子、準備室の備品等を改修が終わるまで、保存

しておくためにプレハブを借り上げるものでございます。 

６３番、給食人力運搬業務委託料で、１５８万６，０００円です。これは、

同じく城南小学校の関係ですが、北側の増築校舎とプレハブ校舎を仮設の普通

教室として利用しているわけですが、その仮設校舎への給食運搬を委託するも

のです。校舎の大規模改造事業に伴い、給食車が到着する場所から、仮設校舎

の教室までの、ルートが渡り廊下を回っていくことになり、かつ、仮設校舎に

はエレベータも設置されていないことから、委託するものでございます。 

生涯学習課長  

次に、６４番の市立図書館に係る共益費負担金は、平成２８年度の単年度で、

限度額を３，７２３万５，０００円とする債務負担行為を設定するものです。

これは、再開発ビルＡ棟の全体共用部分に係る施設維持管理費、光熱水費、火

災保険料などのほか、修繕積立金に係る費用を全体共用持分割合に基づいて負

担するもので、再開発ビルＡ棟の管理組合に対して支払うこととなるものです。 

次に、６５番の映写機材借上料は、平成２８年度の単年度で、限度額を１万

円とする債務負担行為を設定するものです。これは、視聴覚ライブラリー運営

事業で使用しているプロジェクターの借上料で、今回再リースとなるものです。 

文化財課長  

６６番のデジタルカメラ等借上げの２８万２，０００円の設定は、緊急発掘

調査での遺構遺物等記録・保存のため一眼レフデジタルカメラ７台等を１年間

借り上げるものです。 

６７番の整理用ノートパソコン等借上げの９０万４，０００円の設定は、緊

急発掘調査における整理作業及び報告書作成業務のためノートパソコン５台等

を１年間借り上げるものです。以上で歳出の説明を終わります。 

副教育長  
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次に、歳入の説明をいたしますので、１８、１９ページをご覧ください。 

１４款１項３目教育費国庫負担金、１節小学校費負担金で、５０万８，０００

円の減額でございます。 

これは、歳出でご説明いたしました、城南小学校の増築事業の終了に伴う、

確定額との差額を減額するものでございます。 

学校教育課長  

次の２０ページをお開き下さい。１４款２項３目教育費国庫補助金ですが、

４，４６９万円の減額補正でございます。 

１節小学校費補助金、学校教育課関係で説明欄 1 特別支援教育児童就学奨励

費補助金ですが、事業費確定に伴い、９万６，０００円の減額で、国の補助率

は２分の１でございます。２節中学校費補助金、学校教育課関係で説明欄１特

別支援教育生徒就学奨励費補助金ですが、事業費確定に伴い、８万８，０００

円の減額、国の補助率は２分の１でございます。 

副教育長  

３節幼稚園費補助金で、２４０万４，０００円の減額ですが、これは、歳出

でご説明申し上げた、幼稚園就園奨励費補助金の減額に伴うもので、補助対象

額の３分の１に、調整率を乗じた金額と、計上済み額との差額を減額するもの

でございます。 

なお、補正後の金額からは、後ほどご説明しますが、県費補助金の被災幼児

補助の対象になる部分についても、差し引いた内容となっております。 

文化財課長  

次に、４節社会教育費補助金で４，２１０万２，０００円の減額補正でござ

います。説明欄の文化財課の史跡等購入補助金及び埋蔵文化財調査センターの

国宝重要文化財等保存整備費補助金の減額は、歳出で御説明申し上げました事

業費等の減額に伴う減額補正でございます。次の２２、２３ページをお願いい

たします。

学校教育課長  

６目教育費県補助金で５３３万円の増額補正でございます。２節小学校費補

助金、学校教育課関係、説明欄１宮城県被災児童生徒就学支援事業費補助金で

ございますが、同事業の事業費確定にともない、５万５，０００円を減額する

ものです。県の補助率は１０分の１０でございます。 

次のページをお願いします。次に、３節中学校費補助金、学校教育課関係、

説明欄１宮城県被災児童生徒就学支援事業費補助金でございますが、同事業の

事業費確定にともない、６３万７，０００円を減額するものです。県の補助率

は１０分の１０でございます。 
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文化財課長  

次に、４節社会教育費補助金で、被災博物館等再興事業費補助金の２３１万

２，０００円の減額でございますが、これは歳出で御説明申し上げました被災

文化財（古文書等）保全等事業費の確定による減額でございます。 

副教育長  

次に、６目教育費県補助金で、８３３万４，０００円の増額補正でございま

す。５節の幼稚園費補助金で、宮城県被災幼児就園支援事業費補助金８３３万

４，０００円ですが、この補助金につきましては、この制度は、平成２３年度

にできましたが、平成２７年度も引き続き存続するかどうかが、はっきりして

いなかったため、当初予算では計上しておりませんでした。 

今回、この宮城県の被災幼児就園支援事業費補助金が継続され、対象となる

園児が５７人見込まれることから、増額するものでございます。補助対象金額

の、１０分の１０が県から補助されるものでございます。 

文化財課長  

次のページ２６、２７ページをお願いします。２目教育費委託金で説明欄宮

城県教育委員会経由処理交付金の１万９，０００円の減額は、経由処理件数等

の確定による減額でございます。次のページ２８、２９ページをお願いします。 

副教育長  

次に、１８款１項４目、教育施設及び文化施設管理基金繰入金で、９３１万

９，０００円の減額補正です。これは、歳出でご説明した対象事業の城南小学

校増築事業の完了に伴うものです。 

文化財課長  

次に、２０款４項３目教育費受託事業収入で１，４７４万７，０００円の減

額補正でございます。説明欄の埋蔵文化財調査センターの埋蔵文化財発掘調査

受託の減額は、歳出で御説明申し上げました埋蔵文化財調査受託事業費を減額

することに伴う受託事業収入の減額補正でございます。次の３０、３１ページ

をお願いします。 

学校教育課長  

２０款５項２目、雑入でございます。５節学校給食費実費徴収金で、学校給

食センター関係、説明欄の小学校で２５２万円、中学校で５８３万３，０００

円、都合８３５万３，０００円の減額補正でございます。 

これは、歳出の際にご説明しましたとおり、小学校・中学校の給食の食数が

見込みより少なかったことによるものでございます。 

副教育長  

次に、３２、３３ページをお願いします。教育総務課関係ですが、１太陽光
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発電売電料として、２２万６，０００円の増額補正でございます。これは、当

初予算で計上していた小中学校の太陽光発電売電料が、見込額より大きくなっ

たことによって、見込額との差額を補正するものでございます。 

生涯学習課長  

次に、生涯学習課関係ですが、太陽光発電売電料として２万円の増額補正で

す。これは、当初予算で計上しておりました体育施設の太陽光発電売電料が見

込み額より大きくなったことから、見込み額との差額を補正するものです。 

文化財課長  

次に、埋蔵文化財調査センター関係でございますが、太陽光発電の売電量で

３万６，０００円の増額補正でございます。これは、収入見込額と計上済額の

差額を計上するものです。次のページ３４、３５ページをお願いします。 

副教育長  

次に、２１款１項４目１節小学校債で、教育総務課関係ですが、城南小学校

増築事業で、２，９６０万円の減額です。これは、歳出でご説明した、城南小

学校増築事業の終了に伴う金額の確定でございます。以上で、補正予算の説明

を終わります。 

委員長   

ただいまの説明について、何か質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、臨時代理事務報告第２号について、承認します。

         臨時代理事務報告第３号 平成２８年度多賀城市一般会計予算に対する

意見について 

委員長  

           次に、臨時代理事務報告第３号平成２８年度多賀城市一般会計予算に対する

意見について、教育長の説明を求めます。 

教育長   

臨時代理事務報告第３号平成２８年度多賀城市一般会計予算に対する意見

について、それぞれ担当課長から説明いたします。 

副教育長  

臨時代理事務報告第３号平成２８年度多賀城市一般会計予算に対する意見

について、資料の５１ページになりますが、このことについて、市長から地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく意見を求めら

れたことから、平成２８年２月３日に臨時代理により別紙のとおり回答したの
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で報告するものです。別紙は、次の５２ページにありますが、異議ない旨、回

答しております。 

別冊の資料として、資料１の予算書、資料２の実施計画がありますが、実施

計画のほうは、詳細な事業内容が記載されておりますが、本日の説明は資料１

の予算書のほうでさせていただきますので、資料２のほうは、後ほどご覧いた

だきたいと思います。 

それでは、別紙の資料１、一般会計歳入歳出予算書をご覧ください。順に、

ご説明いたします。これからご説明する平成２８年度予算の内容ですが、今週、

２月２４日から、市議会定例会での審議が始まっております。３月８日まで審

議が行われる予定でございます。 

その２ページ、３ページをお願いします。歳出の集計表です。一番下に、一

般会計予算の合計額が出ておりますが、総額で２７０億６，０００万円でござ

います。 

なお、枠で囲って、１０款の教育費予算を示しておりますが、後ほど後ろの

資料で詳細を説明いたしますが、総額は、３２億７，０９７万８，０００円に

なっております。 

４ページに、教育委員会所管分の歳出予算の対前年度比較表がございますが、

一番下の欄になりますが、一般会計の合計額では前年度に比較しますと、２０

億６，０００万円、７．０７％の減となっています。 

教育費の合計で、平成２８年度は３２億７，０９７万８，０００円で、対前

年度比で、１２億７，５４０万３，０００円、２８．０５％の減となっており

ます。中でも、社会教育費の減が非常に大きくなっていますが、これは図書館

の移転が終了することに伴う関係経費の減が主なものになります。 

なお、予算額の主な増減につきましては、次のページからの資料で、各課ご

とにご説明いたします。 

はじめに、歳出からご説明いたしますので、７ページをお開きください。７

ページから１０ページまでの資料ですが、職員人件費分は除いた金額になって

おりまして、平成２８年度予算の教育委員会所管分を、各課ごとにまとめたも

のでございます。 

なお、説明につきましては、前年度との比較を記載しておりますので、平成

２８年度からはじまる新規事業、前年度（平成２７年度）と比較して特に増減

の大きい事業などについて、主な項目を各課長からご説明いたします。 

それ以外の、経常的な事務経費で、前年度と同じ内容のものについては、説

明を省略させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

副教育長  
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はじめに、教育総務課関係ですが、１７の小学校環境整備事業で、５６９万

円ですが、前年度に比べて２，７１４万６，０００円の減額になっております

が、昨年度は、多賀城八幡小学校のプール缶体シートの修繕、１，０００万円、

同じく多賀城八幡小学校のトイレ洋式化工事、８００万円などが終了したこと

によるものです。 

平成２８年度５６９万円の内訳ですが、学校の校務用パソコンの借上げが、

３１２万５，０００円、学校備品購入費で１８６万５，０００円が主なもので

す。 

１９の城南小学校大規模改造事業、６億７，０４５万９，０００円ですが、

既存校舎の西側について、平成２７年度に引き続き大規模改造事業を行うもの

です。工事内容等は、本年度実施している事業内容とほぼ同じですが、職員室

の増築工事も含んでいるものです。 

なお、この事業は、平成２８年度事業として国の補助金を受けるよう事業計

画を提出していたところですが、今週、補助金の内定通知が国から届きました。

その国の財源が国の平成２７年度第１次補正予算でございました。 

そのため、現在平成２８年度で予算措置をしておりますが、この予算を減額

し、平成２７年度で新たに予算を補正増する予定で、現在庁内で調整している

ところでございます。これは、歳出予算のほか、関係する歳入予算についても

同様でございます。 

１８の城南小学校増築事業、２０の多賀城東小学校エレベータ改修事業は事

業終了によるものです。 

２９の中学校環境整備事業、３１２万５，０００円は校務用のパソコンの借

上げでございます。昨年度と比較して２，０２３万３，０００円の減額になっ

ているものは、東豊中学校のプール缶体シート工事、１，０１２万円や施設設

備工事、備品購入費などの減によるものでございます。 

３０の多賀城中学校建具修繕事業、３１の多賀城中学校のエレベータ改修事

業は、事業終了に伴うものです。 

以上、教育総務課分につきましては、主な事業など７件について、説明させ

ていただきました。次の８ページをお開き下さい。 

学校教育課長  

次に、学校教育課関係について説明いたします。 

３６の学校教育指導事業４８６万９，０００円は、昨年度と比べ１００６万

７，０００円の減額となっております。今年度、小学校の教科書が新しくなり、

来年度は中学校の教科書が新しくなりますが、教師用教科書及び指導書の差額

分の減額でございます。
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４１の自主学習支援事業ですが、９７万６，０００円を計上しており、４９

万１，０００円の増額でございます。県の事業「学び支援コーディネーター等

配置事業」を活用して、継続実施しているもので、増額の主な要因は、東北学

院大学を会場として行っている学生ボランティアによる「児童生徒の自主学習

開催」のため東部西部地区の児童生徒にバスをチャーターすることによるもの

でございます。 

４２の防災副読本作成事業の予算計上はございません。平成２６年度及び平

成２７年度の２年間事業で事業完了によるものでございます。 

４５のいじめ防止対策事業２１万５，０００円の新規計上でございます。多

賀城市いじめ問題専門委員会委員報酬２回分の他、教員向けとしての「いじめ

防止マニュアル」印刷製本用紙代等でございます。 

４６の学校教育課庶務事務ですが３７５万２，０００円を計上し、１６８万

５，０００円の増額でございます。これは平成２８年度塩釜地区障害児就学指

導委員会事務局担当のため非常勤職員任用に係る経費、通知書の印刷等の増額

でございます。 

６０の児童生徒健康安全管理事業小学校については、１６４万６，０００円

を計上し、４０万８，０００円の減額でございます。これは小学校１、２、３

年で行っておりましたぎょう虫検査を取り止めたことによる減額が主なもの

でございます。 

７３のスクールソーシャルワーカー活用事業は、４７０万９，０００円を計

上しております。県の補助事業を活用し、前年に比較し１０２万６，０００円

の増額でございます。今年度の相談実績を踏まえて見込んでおります。 

７５の学校図書館充実事業中学校の予算計上はございません。従前の学校図

書館補助員が図書館指定管理者からの司書派遣に変更するためでございます。 

学校給食センター関係でございますが、８１の学校給食センター運営事業

（特定）は３０５万８，０００円の新規計上でございます。これは、経年劣化

した食缶やバットを更新するための経費でございます。 

学校教育課関係は以上でございます。

生涯学習課長  

続いて、生涯学習課関係です。９ページをご覧ください。 

はじめに、９７の図書館移転事業は、平成２７年度で完了する事業ですので、

皆減となります。 

９８の生涯学習課庶務事務は、事業額２９２万２，０００円の計上で、平成

２８年度みやぎ県民文化祭負担金１０万円を計上した以外は経常経費です。こ

の文化祭は、宮城県文化協会連絡協議会の主催で、県内７ブロック持回りで実
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施されているものですが、平成２８年度は本市が属している仙台ブロックが主

管となり、文化祭開催経費の一部を助成することとなっているものです。 

１００の学校支援地域本部事業は、事業費１１６万７，０００円の計上で、

前年度と比べて１７万６，０００円の増となっておりますが、平成２７年度に

新たに学校支援地域本部を立ち上げた高崎中学校、城南小学校、多賀城八幡小

学校での取組を軌道に乗せるための教職員研修会開催経費と地域の方々への

事業の周知や協力を要請するための全戸配付用リーフレット作成費用の計上

が主な増要因です。 

１０１の放課後子ども教室推進事業は、事業費１，２２１万５，０００円で、

前年度と比べて１３６万１，０００円の減となっておりますが、放課後子ども

教室のコーディネーターや活動スタッフ等の謝金について、前年度実績を踏ま

えて計上したものです。 

１０７の生涯学習活動費補助事業は、事業費２６０万円で、前年度比２０万

円の増となっておりますが、市民の学習意欲の高まりと、競技分野での活躍を

見込んで、増額して計上するものです。 

１０８の市立図書館管理運営事業は、事業費３億８５３万７，０００円で、

前年度比２億８，４９５万３，０００円の増となっております。これは、指定

管理後の図書館に係る経費を一括して計上するものですが、主なものとしては、

指定管理料や図書館が移転する再開発ビルＡ棟の共益費負担金、移動図書館車

に係る経費を計上するものです。前年度と比較して大幅な増額となっているの

は、前年度当初予算における計上内容が指定管理料１か月分であったことに対

し、本年度の計上内容が指定管理料及び共益費負担金１２か月分となっている

ことが主な要因です。 

１０９の文化センター管理運営事業は、事業費１億２，１５８万７，０００

円で、平成２８年度から始まる第２期指定管理期間に係る指定管理料の増額が

主なものです。 

１１０の、文化センター改修事業は、平成２７年度で完了する事業ですので、

皆減となります。 

１１５の全国高等学校総合体育大会運営事業は、新規事業で事業費２６３万

８，０００円を計上するものです。全国高等学校総合体育大会、いわゆるイン

ターハイですが、平成２９年度大会は、山形県を幹事として、宮城県、福島県

の南東北ブロックで開催されることとなっており、本市では、利府町との合同

開催で、女子バレーボール競技を担当することとなっております。平成２８年

度にあっては、平成２９年度のインターハイ本大会に向けて、本市実行委員会

の立上げや、高体連専門部からの担当教員の派遣協力を得て、プレ大会の開催
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をはじめとした各種大会準備を進めていくこととなります。 

１１７の多賀城市総合体育館改修事業については、新規事業で事業費１９３

万２，０００円を計上するものです。これは、高圧受電設備の改修交換をする

もので、更新推奨期間を経過し、機器の信頼性低下による停電事故等のおそれ

があるとの指摘を受けたことから、施設の管理運営に支障を来たすことのない

よう改修を行うものです。 

１３１の山王地区公民館冷暖房設備整備事業で、新規事業で事業費１２２万

円を計上するものです。山王地区公民館のエアコン設置につきましては、平成

２６年度に応急仮設住宅に設置されていた機器を活用して、和室に設置したと

ころですが、夏季の熱中症対策やさらなる利用者の利便性の向上のため、新た

に調理室に設置することとするものです。 

１３２の山王地区公民館テニスコート改修事業は、平成２７年度で完了する

事業ですので、皆減となります。 

１３３の図書館イベント事業から１３７の図書資料整備管理事業までは、指

定管理者による管理に移行するため、１０８の市立図書館管理運営業務に再編

されることにより皆減となるものです。生涯学習課関係の歳出予算の説明は以

上です。次のページをお願いします。 

文化財課長  

１０ページをお願いいたします。次に、文化財課関係について御説明いたし

ます。 

４目の文化財保護費で、１４１の特別史跡多賀城跡復元整備事業については、

６，２７１万円で、昨年と比較しまして４，８５２万８，０００円の増額とな

っておりますが、平成２８年度は、平成６年度策定の復元実施設計の意匠等見

直しを完了させることから構造解析を実施し、建物耐震設計を盛り込むための

１３節委託料の増額がその主なものでございます。 

次に、５目史跡保存費で、１４８の多賀城跡附寺跡特別史跡公有化事業の２

億円は、昨年と比較しまして５，０００万円の減額となっておりますが、これ

は、継続実施している多賀城跡附寺跡特別史跡公有化の土地公有化率が５７パ

ーセントを超えたことと、特別史跡多賀城跡附寺跡第３次保存管理計画におい

て、積極的に公有化を推進するＳ重点遺構保存活用地区の公有化がほぼ終了し

たことなどにより、公有化に協力してくださる地権者が減少していることから、

平成２８年度は、約５，４００平方メートルの土地買収と家屋等の移転補償２

件となるための減額でございます。 

なお、１４０の名勝「おくのほそ道の風景地」保存管理計画策定事業、そし

て１４７の被災文化財（古文書等）保全等事業につきましては、平成２７年度
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で事業が完了するための皆減でございます。 

続きまして、埋蔵文化財調査センター関係について御説明いたします。 

９目の埋蔵文化財調査センター費で、１５４の埋蔵文化財調査受託事業につ

いて、２，５５９万３，０００円は、昨年と比較して９，７６９万３，０００

円の減額となっておりますが、これは、昨年までは、１５６の埋蔵文化財調査

受託事業（ほ場整備）を含めて予算計上しておりましたが、平成２８年度から

当該ほ場整備事業の費用等を明確にするため、その他の受託事業と分離したこ

とによる減額がその主なものでございます。ここでの、受託件数は、２件で、

合計約３，９００平方メートルに対する調査を予定しております。 

１５５の埋蔵文化財緊急調査事業（復興交付金）の２，３６３万４，０００

円は、昨年と比較して１，７４０万１，０００円の減額となっておりますが、

これは、震災後の調査実績を踏まえた１４件の個人住宅建設見込みの、合計約

１,４００平方メートルに対する調査費用で、発掘作業員等の報酬、機材借り

上げ料の減少がその主なものでございます。 

次の１５６の埋蔵文化財調査受託事業（ほ場整備）につきましては、多賀城

地区ほ場整備事業の整備地区のうち、約１万７，０００平方メートルに対する

試掘・確認等の調査費用を計上するものであります。 

次に１５８の調査資料デジタル化事業の２０７万１，０００円は、昨年と比

較して３５８万３，０００円の減額となっておりますが、これは、昨年は、当

初約２２，３００点のデジタル化を計上しておりましたが、平成２８年度は、

約６，０００点のデジタル化に減少することによる減額でございます。 

以上で、歳出の説明を終わります。 

副教育長  

次に、債務負担行為を説明いたしますので、資料の１２ページ、１３ページ

をご覧ください。 

１２ページの表の中段に、パソコン借上料がございます。期間は、平成２９

年度から平成３３年度までで、限度額は６，４３５万７，０００円です。 

１３ページが内訳になります。パソコン借上げの内訳で、２の教育用パソコ

ン等借上げで、３，６０６万２，０００円ですが、多賀城中学校と東豊中学校

の各４７台の借上げ分です。次に３の校務用パソコン等借上げで、２，１２０

万円ですが、多賀城東小学校と大に中学校で、各４０台の借上げ分でございま

す。以上で債務負担行為の説明を終わります。

副教育長  

次に、歳入の説明をいたしますので、５ページをお開きください。歳入につ

きましては、５ページから６ページまで、科目順に記載しておりますが、歳出
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と同様に前年度との比較を記載しておりますので、新規の項目、特に増減の大

きい科目などについて、主な内容を各課長からご説明いたします。 

それ以外の、経常的な歳入で、前年度と同じ内容のものについては、説明を

省略させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

なお、この歳入の資料につきましては、科目順になっておりますが、説明に

つきましては、各課ごとに進めさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

はじめに、教育総務課関係は、建設事業に係る主な歳入関係についてご説明

いたします。１０の城南小学校増築事業負担金、１２の多賀城東小学校エレベ

ータ改修事業交付金につきましては、事業終了に伴うものでございます。 

１３の城南小学校校舎大規模改造事業交付金、１億８６４万６，０００円に

つきましては、歳出でご説明した既存校舎の大規模改造に伴う、交付金でござ

います。 

そして１９の多賀城中学校エレベータ改修事業交付金につきましては、事業

終了に伴うものでございます。 

６ページをお願いいたします。表の下の方になりますが、６７、６８、６９、

７０の４つの項目についてですが、６９の城南小学校校舎大規模改造事業に伴

う市債、４億３，８４０万円でございます。 

６７、６８、７０につきましては、それぞれ、城南小学校増築事業、多賀城

東小学校エレベータ改修事業、多賀城中学校エレベータ改修事業の市債ですが、

それぞれの事業終了に伴うものでございます。以上で、教育総務課関係の説明

を終わります。 

学校教育課長  

学校教育課関係ですが、県支出金で３７のスクールソーシャルワーカー活用

事業委託金４７０万９，０００円の計上で前年度から１０４万円の増額でござ

います。今年度の相談時間実績から増額させていただきました。 

同じく県支出金で、３８の学び支援コーディネーター等配置事業委託金９７

万６，０００円の計上で前年度から４９万１，０００円の増額でございます。

増額の主な要因は、歳出でご説明しましたが、東北学院大学で行っている「児

童生徒の自主学習開催」のため東部西部地区の児童生徒にバスをチャーターす

るが主なものでございます。 

その他の項目の計上額の増減につきましては、児童生徒数の増減に伴うもの

でございます。以上が学校教育課分でございます。 

生涯学習課長  

生涯学習課関係です。１の山王地区公民館使用料の２２０万５，０００円は、

-20-



前年度比４１万９，０００円の増としておりますが、平成２６年度決算額をベ

ースとして、平成２７年度の使用状況を加味して見込んだものです。 

３５子供の学習支援によるコミュニティ復興支援事業費委託金の１，３５６

万２，０００円は、前年度あった「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再

生支援事業費委託金」の後継の委託金で、学校支援地域本部事業、家庭教育事

業、放課後子ども教室推進事業を実施するための県委託金です。 

５１の体育施設太陽光発電売電料の１９万７，０００円は、過去の売電実績

や平成２７年度決算見込額を勘案して、売電料を見込むものです。 

５３の中央公民館分各種教室等参加料の１６万２，０００円は、ジュニアリ

ーダーや次世代リーダーの研修参加者に係る実費相当分の負担金を計上する

ほか、公民館講座等に係る経費の一部を参加者に負担いただく参加料を計上す

るものです。 

５４の山王地区公民館分各種教室等参加料の４万８，０００円は、中央公民

館分と同様のもので、公民館講座等に係る参加料を計上するものです。 

７１の市立図書館整備事業債は、市立図書館建設費負担金に係る市債ですが、

事業の完了により皆減となるものです。生涯学習課関係の歳入の説明は以上で

す。５ページにお戻りください。 

文化財課長  

続きまして、文化財課及び埋蔵文化財調査センター関係について御説明いた

します。 

表中段の国庫支出金の社会教育費補助金で、２４の史跡等購入費補助金の１

億６，０００万円は、歳出で御説明申し上げました継続実施している多賀城跡

附寺跡特別史跡公有化事業に対する国庫補助金で、補助率は５分の４でござい

ます。 

２７の史跡等総合活用整備事業費補助金の３，１３５万５，０００円は、こ

れも歳出で御説明申し上げました特別史跡多賀城跡復元整備事業に対する国

庫補助金で、補助率は２分の１でございます。 

次に、３０の市内遺跡埋蔵文化財保存活用整備事業の４０８万５，０００円

は、歳出で計上いたしました埋蔵文化財緊急調査事業、出土品等整理保存事業、

調査資料デジタル化事業、埋蔵文化財保存活用整備事業及び展示・報告会等開

催事業に対する国庫補助金で、補助率は２分の１でございます。

次の６ページをお願いいたします。３９の埋蔵文化財発掘調査受託の９，８

２１万４，０００円は、歳出で御説明申し上げました埋蔵文化財調査に係る受

託事業収入でございます。 

以上で、平成２８年度教育委員会所管の歳入歳出予算の説明を終わります。 
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委員長   

ただいまの説明について、質疑ありませんか。今野委員。 

今野委員 

           二つお願いします。歳出の４１の自主学習支援事業ですが、多賀城スコーレ

にバスを出すということですが、どのような形なのか教えてください。 

学校教育課長  

これにつきましては、東北学院大学を会場としています。西部、東部地区の

児童生徒が参加しづらいということが、数値的にも出ております。会場を分

けたりする方法も考えましたが、一番手っ取り早いのは、西部の小学校・中

学校、それから東部の東豊中学校、多賀城東小学校に集まってもらって、ピ

ストン輸送という形をとってやってみようというものです。 

そのための予算計上です。経費としてはそれほど大きくはありません。会場

を別にするのではなく、バスをチャーターしてピストン輸送するというもの

です。 

今野委員  

スコーレ開催中は毎日やるのですか。 

学校教育課長  

はい、そのつもりでございます。 

今野委員  

保護者との懇談会で話が出たので伺いました。それから、もう一つですが、

１０４の生涯学習１００年構想実践委員会の補助事業ですが、ここが突出して

いるので、その内容を具体的にお伺いします。 

生涯学習課長  

はい、１００年構想実践委員会がどういう活動をしているのかというご質問

ですが、市民の生涯学習を支援する団体になります。主な事業としては市民を

対象とした様々な教室や講座を行っております。 

平成２７年度の実績を申し上げますと、子どもを対象にした事業につきまし

ては「あすなろ教室」ですが、料理、茶道、自然観察、創作マンガ、こういっ

たものを子ども達に教えるという講座を主催しています。 

もう一つは先日行われましたが、「ゆめ大会」、これは小中学生が自分の将来

の夢について語るという大会がありますが、この主催をしております。 

さらには親子自然観察などの様々な分野にわたる生涯学習に関る講座等を

行っておりまして、その他には成人対象の事業としては、詩吟講座、料理教室、

味噌作り教室など多岐にわたるものです。 
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市民の生涯学習を支える様々な講座等を開催するほか、会報として「ゆめ多

彩」というものを各世帯に配布しております。年３回全戸配布です。総括しま

すと多賀城市民の生涯学習の支援を行っている団体ということになります。生

涯学習を支える団体になります。 

委員長  

    よろしいですか。他に質疑ありませんか。 

（質疑なしの声あり） 

委員長  

           質疑がないものと認め、臨時代理事務報告第３号を承認します。 

議案第８号 多賀城市教育委員会組織規則の一部を改正する規則につい

て 

委員長   

次に、議案第８号多賀城市教育委員会組織規則の一部を改正する規則につい

て、教育長の説明を求めます。 

教育長   

議案第８号多賀城市教育委員会組織規則の一部を改正する規則について、生

涯学習課長から説明させます。

委員長  

  生涯学習課長。 

生涯学習課長  

それでは、議案第８号多賀城市教育委員会組織規則の一部を改正する規則に

ついて、ご説明いたします。今回行う規則の改正は、生涯学習課関係の組織に

関するものです。 

規則本文は５４ページから５６ページにかけて掲載しておりますが、議案資

料として５７ページ以降に掲載しております新旧対照表を用いて説明させてい

ただきます。新旧対照表は、表の右側が改正前の内容で、左側が改正後の内容

となります。 

なお、今回の規則の改正は、改正箇所によって施行期日が異なっております

ので、各個別の改正内容の説明の際に、それぞれの施行期日についても、説明

させていただきます。 

はじめに、第８条の改正内容は、平成２８年４月１日以降の生涯学習課の係

体制を変更するもので、図書館の移転業務の完了に伴い、図書館移転推進係を

廃止するというものです。 
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第９条の改正内容は、新旧対照表の「新」に記載のとおり、図書館移転推進

係の廃止に伴う生涯学習課の新しい係体制とその事務分掌を定めるものです。

図書館の所管係を定めることが主たる目的ですが、現在の生涯学習係と社会教

育係における規則の規定上の事務分掌と実際に行っている業務に不整合が生じ

ていることから、今回の改正を機に不整合を解消し、実態に即した規定となる

よう改正を行うものです。概要を申し上げますと、生涯学習係は全体的な生涯

学習の推進や芸術文化の振興を所管し、社会教育係は協働教育やスポーツ振興

を所管することとなります。もっとも、生涯学習・社会教育分野はそれぞれ密

接に関係しているものでもありますので、実際の業務の分担は柔軟に協力しな

がら遂行していくこととしております。なお、図書館に関する事務は、５７ペ

ージ中ほどの生涯学習係の（４）に記載のとおり、生涯学習係が所管すること

としております。 

以上の第８条と第９条の改正は、平成２８年４月１日が施行期日となりま

す。次のページをお願いします。 

ページ中ほどにある第２３条の改正内容をご覧ください。第１項の改正は、

表にある「大代地区公民館」の項を削るというものです。第２３条で規定して

いる公民館は施設としてではなく、教育機関としての位置付けで規定している

ものですので、指定管理に移行した場合には本市の教育機関としての性格を失

うこととなるため、組織規則から削除されることとなります。 

また、第２項の規定は中央公民館の分掌事務を定めるものですが、今回の改

正は、第６号として「大代地区公民館に関すること」を追加するというもので

す。これは、指定管理者による大代地区公民館の管理運営については、中央公

民館が管理監督することを表すものです。 

最後の第３項の規定は地区公民館の分掌事務を定めるものですが、今回の改

正は、大代地区公民館が教育機関ではなくなり、教育機関としての地区公民館

が山王地区公民館のみとなったことを受けてのものとなります。 

以上の第２３条の改正は、本来であれば、大代地区公民館の指定管理開始時

に行われるべきものでありましたが、改正漏れがあったことから今回の規則改

正に含めて行うこととしたものです。第２３条の改正は、時機を逸したもので

あり、実態に影響を与えるものでもないことから、施行期日は、この規則で定

めることのできる最も早い日である公布の日とすることとしています。 

次の５９ページをご覧ください。第２５条の改正内容は、図書館の規定を削

除するものです。これは、大代地区公民館のところでも説明しましたように、

指定管理に移行することによって、教育機関としての位置付けではなくなるこ

とから、これを削除することとするものです。第２５条の改正規定の施行期日
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は、図書館が指定管理施設に移行する日となります。 

第３３条の規定は、指定管理者に管理を行わせている公の施設とその指定管

理者、所管課を確認的に一覧表として規定したものです。 

６０ページをご覧ください。今回の改正は、表の一番下と下から３段目に新

しい項を追加するものです。「中央公園多目的グラウンドＡ・Ｂ」は、都市公

園のうち有料公園施設として新たに供用開始されるもので、教育委員会に管理

が委任されるものです。この施設に係る改正規定の施行期日は、この施設の供

用開始日と同日の平成２８年４月１日とします。一方、「多賀城市立図書館」

の項を追加する改正規定の施行期日は、図書館が指定管理施設に移行する日と

なります。 

最後に、別表第２は、教育委員会の附属機関の庶務を主管する課を規定して

いるものですが、図書館協議会を発展的に廃止し、図書館運営審議会を設置し

たことを受けて改正を行うものです。この改正規定の施行期日は、多賀城市立

図書館運営審議会条例の施行期日と同日とする必要があるので、図書館が指定

管理施設に移行する日となります。 

なお、６０ページの上から１行目、２行目にかけて、「多賀城市条例第 号」

とあり、多賀城市立図書館運営審議会条例の条例番号が記載されておりません

が、先ごろ同条例が公布され、条例第６号と付番されましたので、この規則を

公布する際には、条例番号を記載することとします。 

以上説明いたしました内容につきましては、５４ページから５６ページまで

に掲載しております規則の改正文及び附則の内容を網羅しておりますので、規

則そのものの説明は省略させていただきます。 

なお、説明の中で、「図書館が指定管理施設に移行する日」と申し上げまし

たのは、便宜上のもので、実際の規定上の表現は、５６ページの附則第３号に

ありますように、「多賀城市立図書館条例の一部を改正する条例の施行の日」

となります。以上で説明を終わります。 

委員長   

ただいまの説明について、何か質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、採決に入ります。議案第８号について御異議ありま

せんか。 

    （「異議なし」の声あり。） 

委員長 

   異議がないものと認め、議案第８号について原案のとおり決定します。
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議案第９号 教育長に対する事務委任等規則の一部を改正する規則につ

いて 

委員長   

次に、議案第９号教育長に対する事務委任等規則の一部を改正する規則につ

いて、教育長の説明を求めます。 

教育長   

議案第９号教育長に対する事務委任等規則の一部を改正する規則について、

ご説明いたします。 

この議案につきましては、本日提案させていただいておりますが、この改正

内容について文言等もう少し精査が必要なことから、取り下げさせていただき

ます。 

なお、その上で、３月の定例会に改めて提案させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。以上で説明を終わります。 

委員長   

ただいま、教育長から議案第９号の取り下げについて、説明がありました。

議案第９号を取り下げることに決定してよろしいですか。 

  （「異議なし」の声あり。） 

委員長   

異議がないものと認め、議案第９号について取り下げることに決定します。 

議案第１０号 多賀城市民会館条例施行規則の一部を改正する規則につ

いて 

委員長   

次に、議案第１０号多賀城市民会館条例施行規則の一部を改正する規則につ

いて、教育長の説明を求めます。 

教育長   

議案第１０号多賀城市民会館条例施行規則の一部を改正する規則について、

生涯学習課長から説明させます。

委員長  

  生涯学習課長。 

生涯学習課長  

それでは、議案第１０号多賀城市民会館条例施行規則の一部を改正する規則

について、ご説明いたします。 
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インターネットの普及に伴い、公共施設の利用状況の確認や施設利用の予約

などをインターネット上で行うことが一般的になっていることから、施設利用

者の利便性の向上を図るため、市民会館、中央公民館、山王地区公民館、大代

地区公民館、総合体育館、市民プール、市民テニスコート、有料公園施設、市

民活動サポートセンターを対象施設として、平成２６年度から社会教育施設等

予約システムを導入しているところです。 

この予約システムは、平成２６年度からインターネット上での施設予約状況

の閲覧を開始し、平成２７年度からは対象者を限定しているものの、一部施設

を除いて、インターネットによる施設予約の受付けを開始しているところです。 

予約システムによって施設予約をした場合は、同システムから施設の使用許

可申請書や使用許可書などの書類が出力されるため、申請者や施設管理者の書

類作成の手間が軽減されることが期待されるところです。本市において、規則

で定め、従前より使用している申請書様式や許可書様式などが予約システムか

ら出力されるよう、システム改修を進めてきたところですが、当該システム改

修が極めて困難であり、従前より使用している様式に拘ることによって、却っ

て施設窓口における事務負担を招いている状況となっていることから、システ

ム改修を断念し、予約システム本来の標準的な様式を使用することといたしま

した。このことから、システム予約本来の標準的な様式類をもって、本市の申

請書様式や許可書様式などに位置付けるため、関係規則の改正を行うこととし

たものです。 

新旧対照表に基づいて説明させていただきますので、資料の７６、７７ペー

ジをご覧ください。 

見開きの右側が従来の申請書様式です。システム改修に努めましたが、各項

目について予約システムからのデータ出力が困難であり、施設窓口で１項目ず

つ手入力することにより書類を作成している状態でありました。これを見開き

の左側の予約システム本来の標準的な様式に切り替えますと、予約システムに

入力されているデータが支障なく出力されることから、施設窓口での事務負担

が大幅に軽減されることとなります。 

７８、７９ページは使用許可書になります。これも見開きの右側が従来の様

式で、左側が予約システムの標準的な様式です。 

８０、８１ページは使用料返還申請書、８２、８３ページは使用料減免申請

書です。今回の規則改正は、只今ご覧いただいた４種類の様式の改正を行うも

のです。 

改正後の様式は、十分な操作環境の確認を経て、平成２８年４月１日から使

用することを予定しております。このことから、規則の施行期日は平成２８年
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４月１日とするものです。 

以上説明いたしました内容につきましては、６８ページから７４ページまで

に掲載しております規則の改正文と附則の内容を網羅しておりますので、規則

そのものの説明は省略させていただきます。以上で説明を終わります。 

委員長   

ただいまの説明について、何か質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、採決に入ります。議案第１０号について御異議あり

ませんか。 

    （「異議なし」の声あり。） 

委員長 

   異議がないものと認め、議案第１０号について原案のとおり決定します。

議案第１１号 多賀城市公民館管理規則の一部を改正する規則について 

委員長   

次に、議案第１１号多賀城市公民館管理規則の一部を改正する規則につい

て、教育長の説明を求めます。 

教育長   

議案第１１号多賀城市公民館管理規則の一部を改正する規則について、生涯

学習課長から説明させます。

委員長  

  生涯学習課長。 

生涯学習課長  

それでは、議案第１１号多賀城市公民館管理規則の一部を改正する規則につ

いて、ご説明いたします。 

これは、先に説明させていただいた議案第１０号の多賀城市民会館条例施行

規則の一部を改正する規則と同様の趣旨で関係様式の改正を行うとともに、公

民館の設備器具の廃止などを行うものです。 

新旧対照表に基づいて説明させていただきますので、資料の９４、９５ペー

ジをご覧ください。 

別表第１は、公民館の設備器具とその使用料を定めている表ですが、旧の表

で下線を引いているスライド映写機、ＣＤプレーヤー、ダブルカセットデッキ

については、経年劣化などにより故障しており、修理もできない状態にありま

す。スライド映写機については故障前から利用実績がないことから、これを廃
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止することとしますが、ＣＤプレーヤー、ダブルカセットデッキについてはそ

の代替物としてカセット付ＣＤプレーヤーを利用に供している実態があるた

め、その実態を活かし、ＣＤプレーヤー、ダブルカセットデッキは廃止するこ

ととしますが、その代替物としているカセット付ＣＤプレーヤーを正式な設備

器具として位置付けることとするものです。 

これらのことを反映させるため、別表第１のスライド映写機、ＣＤプレーヤ

ーの項を削り、ダブルカセットデッキの項をカセット付ＣＤプレーヤーに改め

る改正を行うものです。 

次に、９６、９７ページ以降は、先に説明しましたように、予約システムに

係る関係様式の改正前・改正後の内容を掲載しております。改正する様式は、

市民会館と同様に、使用許可申請書、使用許可書、使用料返還申請書、使用料

減免申請書の各様式になります。 

改正後の様式は、十分な操作環境の確認を経て、平成２８年４月１日から使

用することを予定しておりますことから、この規則の施行期日は平成２８年４

月１日とするものです。 

以上、説明いたしました内容につきましては、８６ページから９２ページま

でに掲載しております規則の改正文と附則の内容を網羅しておりますので、規

則そのものの説明は省略させていただきます。以上で説明を終わります。 

委員長   

ただいまの説明について、質疑ありませんか。樋渡委員。 

樋渡委員 

           ９７ページですが、インターネットによる申請が多くなったということで、

様式を変えるという説明でしたが、例えば、入場料を徴収するとかしないとか

そういうことは、申請書の中で別に記載するところがあるのですか。他のもの

にも当てはまると思うのですが、そこだけ教えてください。 

生涯学習課長  

           先ほどの議案もそうでしたが、様式を変えるというのは、市民会館も公民館

もこの後の体育施設も、元々は手書きの申請書でした。これは複写式のもので

１枚申請書を書くと、次のものが許可書になっていたりします。 

      今回、予約システムを利用するときには申請する方が、できるだけ手間がか

からないようにしようとしました。実際これに当てはめて、予約システムから

データを出力しようとすると、元々標準パッケージで出来上がっているシステ

ムですから、なかなかうまく思ったところにデータが入らない、入れようとす

ると様式が崩れてしまうという状態でした。 

      それを解消するため改修を進めていましたが、どうしても無理でした。今、
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どういうやり方をしているのかといいますと、エクセルの表に窓口の職員が入

力することで対応している状況です。時間がかかりその割りにはサービスが向

上しないということでした。 

      今回、左側にある予約システムの表を多少カスタマイズしますが、こちらを

使うと入力された情報がすべて出力される状況になります。右側の表の情報は

入力するとすべて出力されるようになります。今回お示ししている様式は空欄

が多いように見えますが、必要な情報はすべて出力されるようになります。申

請書や許可書の記載内容については過不足ない状態になります。 

樋渡委員 

           申請する時に、会場によって入場料を取るとか取らないとかで料金システム

が変わってきていたと思いますが、今回新しい申請書を使うことで、そういう

内容はどこに反映されるのでしょうか。そこが具体的にわからなかったのです。 

      施設の使用内容とか、基本料金が書いてありますが、いつどこで、時間とか、

冷暖房を利用するとかしないとか、後でまた決まってから設定可能なんでしょ

うか。あくまでも、使用申請書、許可書ということで借りたいということを確

約して、その後で使用年月日とかでてくるのか、今までのものがどうなるのか

わからないのですが。 

生涯学習課長  

          ９６ページをご覧ください。インターネットで予約する方は、この申請書そ

のものではなく、別にフォーマットがあって、何月何日何時からどの施設を使

いたいということを、どういったことで使うか、設備を使うかそういったこと

を別に入力してもらいます。それが、こちらの様式に出力されるようになりま

す。別のフォーマットに入力してもらいますが、それはあくまでも予約ですの

で、正式な申請行為には至っていません。 

      実際の申請は施設の窓口で行っていただきますが、その際に予約した方とい

うことを確認して、この様式を出力します。その時に使用年月日、施設、設備

が出力されることになります。左下には減免の情報や割合が出力されます。予

約する際に、必要な情報を一定のフォーマットに入力していただくと、窓口に

来た際に、書く必要がありませんし、この紙が出力されるということです。 

樋渡委員 

           わかりました。勘違いしていました。あと、設備の表のところでＣＤプレー

ヤーのところが、線だけ書いてありますがそれはそのまま残るのでしょうか。

９５ページで例えば、スライド映写機は今回なくなりますが、「新」のところ

で下線が引かれたまま、これは残るのでしょうか。 

生涯学習課長  
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           新旧対照表の作りは、変わる部分に下線を引くということになります。国の

ほうの法律でも同じようになっております。下線の部分が変わるということで

対比し易いようになっています。新のほうで、下線だけ入って情報がない部分

は、なくなるという意味です。右側にある情報部分がなくなるということです。

ですから、改正後の表ではそこが詰まることになります。 

樋渡委員 

           ありがとうございました。 

委員長   

他に質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、採決に入ります。議案第１１号について御異議あり

ませんか。 

    （「異議なし」の声あり。） 

委員長 

   異議がないものと認め、議案第１１号について原案のとおり決定します。

議案第１２号 多賀城市体育施設条例施行規則の一部を改正する規則に

ついて 

委員長   

次に、議案第１２号多賀城市体育施設条例施行規則の一部を改正する規則に

ついて、教育長の説明を求めます。 

教育長   

議案第１２号多賀城市体育施設条例施行規則の一部を改正する規則につい

て、生涯学習課長から説明させます。

委員長  

  生涯学習課長。 

生涯学習課長  

それでは、議案第１２号多賀城市体育施設条例施行規則の一部を改正する規

則について、ご説明いたします。 

本案は、先に説明させていただいた議案第１０号の多賀城市民会館条例施行

規則の一部を改正する規則と同様の趣旨で関係様式の改正を行うもので、改正

内容は１１８ページから１３１ページに掲載している新旧対照表のとおりで

す。 

改正する様式は、総合体育館、市民プール、市民テニスコートそれぞれに係
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る利用許可申請書と利用許可書、さらに３施設共通の利用料金減免申請書とな

ります。この規則の施行期日は、先の２議案と同じく、平成２８年４月１日と

するものです。 

なお、体育施設と同種のものとして、あわせて指定管理施設としている有料

公園施設につきましては、市長が制定する権限を有する多賀城市都市公園条例

施行規則で管理運営の方法等を規定しているものであるため、担当部署である

建設部道路公園課に同様な改正を行うよう依頼しているところです。以上で説

明を終わります。 

委員長   

ただいまの説明について、何か質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、採決に入ります。議案第１２号について御異議あり

ませんか。 

    （「異議なし」の声あり。） 

委員長 

   異議がないものと認め、議案第１２号について原案のとおり決定します。

議案第１３号 多賀城市立図書館条例施行規則について 

委員長   

次に、議案第１３号多賀城市立図書館条例施行規則について、教育長の説明

を求めます。 

教育長   

議案第１３号多賀城市立図書館条例施行規則について、生涯学習課長から説

明させます。

委員長  

  生涯学習課長。 

生涯学習課長  

それでは、議案第１３号多賀城市立図書館条例施行規則について、ご説明い

たします。 

市立図書館の管理、運営の大枠に関しては、多賀城市立図書館条例で規定し

ておりますが、細目に係る部分については、教育委員会規則に委任されており

ますので、１３４ページ以降に掲載しておりますように多賀城市立図書館条例

施行規則を制定するものです。 

この規則は、２行目にも記載されているように従前の規則の全部を改正する
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ものですが、先に図書館条例を改正する際に、従前の規則に定めていた事項の

多くを条例の規定として整理したこともあり、規則で規定するべき事項を再構

成する必要があったため、全部改正をすることとしたものです。 

規定内容の再構成に当たっては、従来は要綱などの図書館の内規とされてい

た事項のうち、利用者に一定の行為を求めることや遵守して欲しいルールなど、

本来は規則で定めておくべき内容の洗い出しを行うとともに、新しい図書館の

管理運営に沿った規定の検討を行い、資料掲載の成案を得たところです。 

規則の本則部分が２７条建てと大部のものとなっておりますので、特に説明

を要すると思われる部分を中心に説明させていただきます。 

第３条は、図書館資料の閲覧に関する規定で、第１項では図書館資料を閲覧

する場所に関して規定しております。図書館資料を閲覧する場所は図書館です

が、括弧書きで図書館に近接した場所で教育委員会が定めるものとしているの

は、新しい図書館が商業施設との合築であり、商業施設部分を利用して図書館

資料を閲覧できるようにするためのものです。 

第３項の教育委員会が特に指定した図書館資料の閲覧方法に関する規定で

すが、閉架書庫にあるものなどを想定した規定です。他にも高架書架などで、

職員に依頼して取り出すような場所を想定しているものです。 

１３５ページをご覧ください。第５条と第６条は、個人利用の資格と登録に

関して規定したもので、図書館資料の閲覧のみの場合は特に資格要件を設けず、

登録手続も必要としませんが、図書館資料の館外貸出しや視聴覚機器、情報検

索用端末の館内貸出しには、資格要件を設け、登録を義務付けることとしたも

のです。第５条の個人利用の資格要件は従前より運用していた範囲のもので、

今回の規則制定に伴い資格要件を満たさなくなる方が生じることのないよう配

慮したものです。 

また、第６条第１項は登録手続、同条第２項は登録した場合には図書館利用

カードを交付すること、同条第３項は登録の有効期間が当該登録から３年であ

ることを規定したものです。登録の有効期間が３年ということは、更新手続を

しなければ３年で登録が抹消されるということでもありますので、継続して図

書館を利用しようとする場合には３年ごとに更新手続をしなければならないこ

ととなります。 

次に１３７ページの第１１条をご覧ください。個人利用の手続を定めたもの

ですが、図書館資料、視聴覚機器、情報検索用端末の貸出しを受けようとする

ときには、図書館利用カードを提示することを義務付ける旨を規定するもので

す。 

第１２条は、図書館資料の貸出しの数と期間を定めるもので、大人・子ども
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の区別なく、図書資料１０冊、視聴覚資料２点、貸出期間を丸１４日間とする

ものです。 

第１３条は、視聴覚機器の貸出しは１日１回３時間、情報検索用端末の貸出

しは１日１回１時間を限度とすることを定めるものです。 

次のページをご覧ください。第１６条は、図書館資料等の未返納者に対する

措置を定めるもので、未返納者には重ねて貸出しをしないことができる旨を定

めるものです。例えば図書資料を５冊借りていて、その期限が来ている場合に

は、残りの５冊はお貸ししないということになります。やはりルールを守って

いただいてより多くの方に図書館資料を利用していただきたいということで、

この第１６条の規定を設けることとしたものです。 

第１８条は団体利用に関する規定ですが、図書資料１００冊、１か月間の貸

出しを受けることができる旨を定めるものです。登録手続については、個人利

用に係るものと同様としております。 

１３９ページの第２１条は図書館分室、次のページの第２２条は移動図書館

車に関する規定で、従前より行っているこれらの取組が図書館サービスのうち

の館外奉仕であることを明確に位置付けることとするものです。 

１４１ページの第２５条は、市民展示スペースの利用手続を定めるもので

す。ここで、資料の訂正をお願いします。１４１ページの下から２行目に「現

状に復さなければならない」とありますが。「現状」の「現」を野原の「原」

に訂正をお願いします。申し訳ありませんでした。 

次のページをお願いします。第２６条は、指定管理者による管理をする場合

の規定の読み替えですが、基本的には、本則中に「教育委員会」とあるものは

「指定管理者」と読み替えることとしますが、１３５ページの第５条第３号の

個人利用の資格として「教育委員会が定める者」については、指定管理者と読

み替えないこととします。これは、公費によって運営される図書館の利用者の

範囲は、教育委員会の責任において定める必要があるためです。 

また、１４０ページの第２４条の寄贈及び寄託に関しても指定管理者に読み

替えないこととしておりますが、寄贈及び寄託はいずれも教育委員会の責任に

おいて取り扱う必要があると考えられるためです。 

さらに、１４０ページの第２１条第２項で分室での図書館サービスの実施日

や時間、第２２条第２項で移動図書館車の巡回場所や巡回日時については、教

育委員会が定めることとしておりますが、これらは教育委員会の承認を得て指

定管理者が定めることと読み替えることとしています。分室の開設や移動図書

館車の巡回は教育委員会が責任を持つべきサービス供給量の増減に関わること

でもあるため、教育委員会の事前承認を必要とすることとしたものです。 
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次に、１４２ページをご覧ください。第２７条の委任ですが、この規則に定

めていない事項で、図書館の管理運営に関するものの定めについて、教育長に

包括して委任するものです。 

続いて、附則です。附則第１項は施行期日を定めるもので、この規則の制定

の契機となった多賀城市立図書館条例の一部を改正する条例の施行の日とする

ものです。 

附則第２項は、経過措置で、この規則の施行前に行われた図書館の利用に関

する手続は、従前の規則や要綱などの基づいて行われたものもありますが、こ

れらの手続によって生じている現在の状況を肯定するため、これらの手続をこ

の規則の相当規定に基づいて適正に行われたものとみなすこととするもので

す。 

附則第３項も、経過措置で、この規則が施行される際に既に図書館の利用登

録を受けている方の有効期間を、この規則の施行の日の翌日から起算して３年

とするものです。以上で説明を終わります。 

委員長   

ただいまの説明について、質疑ありませんか。樋渡委員。 

樋渡委員 

           １３５ページの第５条ですが、（３）の「前２号に掲げるもののほか、教育

委員会が定める者」には、他県の方も含めるのでしょうか。 

生涯学習課長  

      今回、規則を定めるにあたって調査をしてみました。ぞれぞれの自治体でい

ろいろな考えがあるようです。首都圏ですとか人がいろいろなところから集

まる自治体ですと、住所要件を日本国内にいる方というふうに大きな範囲で

定めているケースがあります。図書館は公の施設でありますし、市民のもの

ということが中心となる核としてあります。やはり市に関係のある方、様々

な市との関係で認めていくのが本筋だと思います。 

その意味で、（１）では市内に住んでいる方、あるいは通勤、通学されて

いる方としています。（２）では仙台都市圏公立図書館等の相互利用に関す

る協定を締結している地方公共団体に住所を有する方としていますが、こち

らは、近隣の宮城郡とか黒川郡とか相互利用の協定をしているところにして

います。（３）の「前２号に掲げるもののほか、教育委員会が定める者」に

は、これから定めていく必要がありますが、（１）と（２）の範囲をあまり

逸脱することは避けるべきだろうと思っております。 

例えば、復興事業で長期間単身赴任している方、そういう方は住所を移さ

ないで来ている場合でも、長く多賀城にいるということで対象にすることは
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可能です。後は学生で親元を離れている方、そういった方も対象にするなど、

（１）、（２）をベースにして、市と関係のある方として、あまり対象を広

げないことを考えております。なお、今現在運用している内容とほぼ同様で

ございます。現在の利用者の範囲は崩していないということです。 

樋渡委員 

           １４１ページの第２５条第２項ですが、「市民展示スペースの利用をしよう

とするものは、当該利用をしようとする７日前までに」とありますが、いつか

らということはないので、早く申し込めば可能というふうに考えていいのです

か。同じ日程で借りたいという団体があったときは、どうなるのでしょうか。 

生涯学習課長  

      展示スペースは新しい図書館では３階の一角にあります。７日前までに申し

込めばその方が優先されますが、競合する場合は、利用される方の中で多少

の調整をさせていただいて、運用の中で支障のないように、気持ちよく使っ

ていただけるようにしていきたいと思います。 

今野委員 

           関連してですが、１４９ページの様式第６号ですが、これはネットで予約で

きるのですか。 

生涯学習課長  

      こちらは、ネット予約はできないことになります。様式に記載していただき、

図書館で提出していただくことになります。 

樋渡委員 

           今の申請書の宛先は教育委員会ですが、申し込みは図書館に提出するという

ことですか。 

生涯学習課長  

      先ほどお話したように、教育委員会は指定管理者と読み替えることになりま

すが、図書館資料の寄贈と寄託は教育委員会のままですが、それ以外の部分

は、指定管理者と読み替えることになります。 

    実際には、寄贈・寄託についても、教育委員会に来ていただくのも大変で

すので、指定管理者が受け取り、教育委員会に回付してもらうようにしてい

きたいと考えております。 

樋渡委員 

           逆もありますか。例えば、教育委員会に施設の利用を申し込むということは

ありますか。 

生涯学習課長  

      展示スペースについては、指定管理者のほうに提出してもらうようになりま
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す。 

委員長   

他に質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、採決に入ります。議案第１３号について御異議あり

ませんか。 

    （「異議なし」の声あり。） 

委員長 

   異議がないものと認め、議案第１３号について原案のとおり決定します。

議案第１４号 多賀城市立図書館条例の一部を改正する条例の施行期日

を定める規則について 

委員長   

次に、議案第１４号多賀城市立図書館条例の一部を改正する条例の施行期日

を定める規則について、教育長の説明を求めます。 

教育長   

議案第１４号多賀城市立図書館条例の一部を改正する条例の施行期日を定

める規則について、生涯学習課長から説明させます。

委員長  

  生涯学習課長。 

生涯学習課長  

それでは、議案第１４号多賀城市立図書館条例の一部を改正する条例の施行

期日を定める規則について、ご説明いたします。 

この規則は、平成２６年６月に公布された多賀城市立図書館条例の一部を改

正する条例の施行期日を定めるものです。この規則の題名に含まれている条例

は、市立図書館移転事業を受けて、市立図書館の位置や行う事業、開館時間、

休館日などの重要事項を定めるものでしたが、その施行期日は教育委員会規則

で定める日から施行することとされておりました。 

市立図書館移転事業は、平成２７年度中の移転開館を目標として実施されて

きており、事業の進捗状況や開館日としてのタイミングなども考慮して、平成

２８年３月２１日を移転開館日として予定していたところですが、今般、全て

の移転開館準備の完了が確実視されるに至ったことから、これを法的に確定さ

せるため、施行期日を定める規則を制定するものです。 

なお、この規則が制定されることにより、多賀城市立図書館条例の一部を改
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正する条例はもちろんのこと、多賀城市立図書館運営審議会条例、多賀城市教

育委員会組織規則の一部を改正する規則のうち市立図書館に関する改正部分、

多賀城市立図書館条例施行規則の施行期日が、平成２８年３月２１日に定まる

こととなります。以上で説明を終わります。 

委員長   

ただいまの説明について、何か質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、採決に入ります。議案第１４号について御異議あり

ませんか。 

    （「異議なし」の声あり。） 

委員長 

   異議がないものと認め、議案第１４号について原案のとおり決定します。

         議案第１５号 名勝おくのほそ道の風景地「壷碑（つぼの石ぶみ）・興

井・末の松山」保存活用計画の策定について 

委員長   

次に、議案第１５号名勝おくのほそ道の風景地「壷碑（つぼの石ぶみ）・興

井・末の松山」保存活用計画の策定について、教育長の説明を求めます。 

教育長   

議案第１５号名勝おくのほそ道の風景地「壷碑（つぼの石ぶみ）・興井・末

の松山」保存活用計画の策定について、担当課長から説明させます。 

委員長  

  文化財課長。 

文化財課長  

それでは、議案第１５号名勝おくのほそ道の風景地「壷碑（つぼの石ぶみ）・

興井・末の松山」保存活用計画の策定について、ご説明いたします。 

御承知のとおり、平成２６年１０月６日に「壺碑(つぼの石ぶみ)」、「興井」、

「末の松山」の３箇所が国の「名勝おくのほそ道の風景地」に指定されました。

その後、国の指示により、管理団体が指定地毎の保存活用計画を策定すること

となりました。 

計画策定にあたっては、歴史・整備・建築史・文学・植物の各専門分野の方々

のほか、指定地が所在する地区の代表の方から組織した、名勝おくのほそ道の

風景地「壺碑（つぼの石ぶみ）・興井・末の松山」保存活用計画策定委員会議

での３回にわたる指導助言を頂きました。また、文化庁・宮城県教育庁文化財
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保護課との協議を経て、今回提案させていただく計画案を作成いたしました。 

それでは、本計画の内容についてご説明いたします。議案第１５号資料１を

ご覧ください。資料を２枚めくって目次をお願いします。本計画は９章で構成

しております。 

第１章は、計画策定の目的と意義です。本書の趣旨や関連計画を踏まえた意

義について説明しております。 

第２章は、名勝指定の経緯です。指定以前の経緯から指定に至る経緯をまと

めております。 

第３章は、文学史的・歴史的背景です。本市の歴史、歌枕としての評価、『お

くのほそ道』の整理、江戸時代以降の保護顕彰活動についてまとめております。 

第４章は、本質的価値と構成要素です。『おくのほそ道』の記述に基づき、

指定地の風景の中で守っていくべき要素を検討し、提示しております。 

第５章は、現状と課題です。第４章で検討した要素ごとに現状を把握し、そ

こから課題を抽出しております。 

第６章は、基本方針です。計画策定の目的に即して、保存・活用・運営の方

針を示しております。 

第７章、第８章、第９章では、基本方針に基づきそれぞれ保存・活用・運営

の方策について具体的に示しております。 

それでは、各章ごとに要点を絞って御説明いたします。 

１ページをお願いいたします。第１章 計画策定の目的と意義です。（１）

本計画の目的について、３段落目を読み上げさせていただきます。 

本計画は、松尾芭蕉が『おくのほそ道』に感動を記し、古くから保護顕彰さ

れてきた由緒ある歌枕の風景を適切に保存し、良好な状態で未来へと継承する

とともに、その文学的・歴史的・文化的魅力を地域資源として広く活用するこ

とができるよう運営するための基本方針を示すことを目的としております。 

なお、指定地は全て公有地であることから、市民に対して新たな制約を課す

ことは意図しておりません。 

次に（２）関連計画についてですが、文化庁が示した「名勝おくのほそ道の

風景地における包括的保存活用の基本指針」も考慮し、本市のまちづくりの上

位計画である『第五次多賀城市総合計画』、興井や末の松山の保存活用と関連

する『多賀城市歴史的風致維持向上計画』や『多賀城市景観計画』、壺碑（つ

ぼの石ぶみ）の保存活用と関連する『特別史跡多賀城跡第３次保存管理計画』

や宮城県教育委員会が策定している『特別史跡多賀城跡附寺跡整備基本計画』

の内容と整合を図りながら、計画を策定していることを示しております。 

続きまして３ページの（３）意義では、これまで特別史跡や市指定文化財と
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して管理してきた３箇所の指定地を『おくのほそ道』の観点から再評価して新

たな魅力を引き出せること、計画の運用にあたっては、進捗状況の点検・評価

を行いつつ、周辺環境を考慮しながら改善・見直しを行っていくことを記載し

ております。 

続きまして５ページをお願いいたします。第２章 名勝指定の経緯です。

（１）では、名勝指定以前の経緯を時系列にまとめました。 

８ページから１１ページの（２）の名勝指定に至る経緯では、国及び本市の

動きについて時系列にまとめました。１３ページから１５ページにつきまして

は、指定の範囲を図示しております。 

続きまして、１６ページをお願いします。第３章 文学史的・歴史的背景に

ついてです。 

（１）の多賀城市の歴史につきましては、松尾芭蕉の『おくのほそ道』につ

ながる多賀城市の歴史を概観するため、①の縄文時代から④の近世までを整理

し、まとめております。 

（２）の文学史的背景につきましては、「壺碑（つぼの石ぶみ）」・「興井」・

「末の松山」の３つの歌枕について、古代からのその成り立ちやその後の経緯

をまとめております。 

１９ページです。（３）の『おくのほそ道』と近世以降の歌枕保護顕彰活動

につきましては、本件の基盤となる『おくのほそ道』を抜粋して掲載し、芭蕉

の足跡を整理するとともに、併せて江戸時代以降の歌枕保護顕彰活動ついてま

とめました。 

続きまして２５ページをお願いします。第４章 本質的価値と構成要素につ

いてです。 

（１）の本質的価値と構成要素の概観につきましては、名勝おくのほそ道の

風景地「壺碑（つぼの石ぶみ）・興井・末の松山」における構成要素の定義付

けをしております。本計画では、史跡整備計画策定等のノウハウに基づき、指

定地の価値を構成する要素を特定し、特定した要素ごとの方策を積み上げる方

法で策定しております。 

まず、①の本質的景観要素です。『おくのほそ道』、『曾良旅日記』及び『名

勝備忘録』に記述された要素、もしくは芭蕉来訪時に確実に存在していたと考

えられる要素です。壺碑では多賀城碑・丘陵・古代多賀城、興井では岩塊・池、

末の松山ではマツ・丘陵が該当します。 

次に②の歌枕顕彰要素・環境整備要素についてです。歌枕顕彰要素は、『お

くのほそ道』以降の歌枕の保護・顕彰活動によって指定地内にもたらされたも

の、もしくは絵図や文献などに描写された要素です。景観を良くするために植
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えられた樹木や、歌碑などが該当します。 

環境整備要素は、歌枕の保護・顕彰以外の環境整備等によって指定地内にも

たらされた要素です。遺構の復元や説明板などが該当します。 

次に③の無形の要素についてです。無形の要素は、指定地に関連する句会や

地元住民による維持管理などです。本質的価値の維持・継承に重要な意義を持

つ行為であることから、要素として取り上げております。 

次に④の周辺要素についてです。指定地の外にあるものでも、興井の柵や水

路・道路、末の松山における道路など、今後の周辺地域を含めた一体的な保全・

景観向上の措置を講じる可能性がある要素を周辺要素として取り上げておりま

す。 

２６ページから４５ページまでは、名勝ごとに、芭蕉の『おくのほそ道』等

の記述を中心に指定地の現状や図面等を用いて先ほどご説明しました各要素の

表示しております。 

続きまして４６ページをお願いします。第５章 現状と課題についてです。 

地区住民との懇談会で頂いた意見等も踏まえてまとめてあります。ここで一

部の現状と課題を紹介します。 

まずは（１）の壺碑(つぼの石ぶみ)についてです。現状としては、指定地全

体及び周辺地域が特別史跡多賀城跡附寺跡に指定されており、文化財保護法に

より保護されてきたため、良好な景観が保たれてきたということがあります。 

それに対し、課題は、碑の劣化、樹木の枯損、施設の破損など、経年劣化に

よる構成要素の損失が懸念されるということが挙げられます。 

５１ページをお願いします。次に、（２）の興井についてです。現状として

は、池の真ん中に岩塊が露出し、その上からは自然に発芽したマツやカエデが

自生しています。また、池の壁や底面は石垣やコンクリートで整備されており

ます。 

それに対し、課題は、樹木による岩塊の損壊が懸念されることや、池の水質

汚濁が挙げられます。 

５５ページをお願いします。次に（３）の末の松山についてです。現状とし

ては、指定地内には推定樹齢４８０年の２本のクロマツが生えており、定期的

に虫害防除の薬剤を注入していますが、自然災害により枝折れなどの損壊があ

るというものです。 

それに対し、課題は、現存するマツの保存と後継樹育成が喫緊の課題である

ということが挙げられます。 

６０ページをお願いします。第６章 基本方針についてです。 

ここでは、計画策定の目的に即して、前章までの検討も踏まえて基本方針を
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まとめました。まず、（１）の保存に関する基本方針ですが、古代からの由緒

ある歌枕の地を適切に保存し、良好な状態で未来へと継承するとともに、周辺

地域と一体となった景観の保全を図る。 

次に、（２）の活用に関する基本方針ですが、調査研究資源及びその成果を

地域資源として学校教育や生涯学習、観光振興、まちづくりなど、広く活用す

る。 

次に（３）の運営に関する基本方針ですが、行政の関係部署・機関で十分に

調整すること、そして、地域住民・団体や県内外のおくのほそ道の風景地に関

連する機関との積極的な情報交換や連携を推進する、というものです。次の第

７章以降では、先ほどご説明しました各基本方針に基づき具体的な方策を示し

ています。 

次の６１ページをお願いします。第７章 保存のための方策についてです。 

ここでは、基本方針を推進するための手段として、維持管理及び整備を位置

付けながら、具体的な方策についてまとめております。 

まず、３指定地に共通する方策といたしまして、指定地の継続的な経過観察、

指定地で事故等が発生した場合の対応マニュアル作成、指定地内樹木の定期診

断などを実施します。 

また、指定地ごとの方策としては、壺碑では北西側から見た多賀城碑周辺の

景観保全や丘陵の地形修復、興井では水質改善の整備、末の松山ではマツの生

育環境の改善や後継樹の育成を実施します。後のページには、要素ごとの保存

方策についてまとめてあります。 

続きまして６７ページをお願いいたします。（３）の現状変更等の取扱いに

ついてです。文化財保護法第１２５条の規定による現状変更等については、記

載のとおり壺碑の地形復元、興井の水質改善、末の松山の樹木養生など、指定

地の適切な保存と活用を目的として実施するもの以外は、原則として認めない

こととします。 

なお、ここの内容については、整備を計画・実施している関係部署・機関と

調整しながら内容を構築していきます。 

続きまして７２ページをお願いします。（４）の維持管理についてです。 

現状変更等の除外規定であります文化財保護法第１２５条ただし書きの文

化庁長官の許可は不要とされている維持管理に係る地形の管理や、植生の管理

等の業務内容について定めております。 

続きまして７４ページをお願いします。（５）の保存のための整備について

です。壺碑（つぼの石ぶみ）では、芭蕉が訪れた際のルートと考えられる北西

側から見た丘陵・多賀城碑・覆屋・石碑・樹木で構成される景観の保全を図り、
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芭蕉が見た景観をできる限り残すために、南門等復元の際の盛土を最小限にす

るなどについて関係機関と調整を図ります。 

興井では、水質改善のための整備を行います。整備にあたっては、詳細な調

査により水質汚濁の原因を特定し、適切な措置を講ずる。周辺地域と一体とな

った整備が必要になる場合も考慮し、関係部署や地元住民と十分に調整いたし

ます。 

末の松山では、マツの根元が踏まれないような措置を講じるなど、マツの生

育環境全般の改善に努めます。また、指定地周辺においても、透水性のある舗

装を使用するなど、マツの根を保護するように配慮いたします。 

続きまして７６ページをお願いします。第８章 活用のための方策について

です。ここでは、基本方針を推進するための手段として、調査、広報・公開、

整備、維持管理を位置付けながら、具体的な方策についてまとめております。 

調査については、指定地及び市内所在の歌枕の由緒・来歴を詳細に調査する

とともに、市内全域を対象として、『おくのほそ道』のストーリーを本市の歴

史と関連付けてより深く理解できるような調査を推進してまいります。 

広報・公開については、『おくのほそ道』の文脈を通して、市内所在の指定

地や歌枕の地を市外の指定地も関連付けながら多様な手法で広報・公開いたし

ます。 

整備については、来訪者が指定地の景観及びその歴史を体感できるような場

を創出し、維持管理していきます。 

そして、各名勝の共通方策といたしまして、様々なメディアで情報発信を行

うなどを考えております。後のページには、要素ごとの保存方策についてまと

めてあります。 

続きまして８３ページをお願いいたします。（３）の調査・研究についてで

す。調査・研究では、指定地の文学・歴史・文化を始めとした、多様な価値を

見出すための調査を実施し、その成果を素材とした研究を推進することを目指

しております。 

８４ページをお願いします。『おくのほそ道』と本市の歴史を関連付けるた

めに、これまで旧八幡村などで成果を公表してきました。今後も市内全域を対

象とした文化財調査を継続的に実施していきます。 

８５ページをお願いいたします。（４）の広報・公開についてです。「すみ

ません公開の字が間違っていましたので訂正願います。」①の地域の総合的研

究成果の活用は、先ほどご説明しました（３）調査・研究での成果を基に教育・

観光・まちづくりなど様々な分野で活用していきます。 

８６ページをお願いします。②の普及啓発活動は、様々なメディアで名勝お
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くのほそ道の風景地と市内の文学・歴史・文化などの情報を発信するとともに、

全国に所在する指定地との広域的な連携を図っていくことを考えております。 

続きまして８７ページをお願いいたします。(５) 活用のための整備につい

てです。壺碑（つぼの石ぶみ）では、歌枕の保護・顕彰によりもたらされた良

好な景観を維持することに加え、古代遺構を復元し、風景に調和させることで、

松尾芭蕉も涙を流しそうになるくらい感動した歌枕「壺碑(つぼの石ぶみ)」が

有する歴史の深さを感じてもらえるような場の創出を目指していきます。 

興井では、池の水質改善に係る整備とあわせて護岸を修景し、説明板等を改

修・移設します。 

末の松山では、説明板を改修・移設し、柵や周辺の道路を改修・整備を行い、

景観と利便性の向上を図ります。 

なお、興井と末の松山及びその周辺の整備については、多賀城市歴史的風致

維持向上計画と連動しながら計画を策定しております。 

続きまして９２ページをお願いします。第９章 運営のための方策について

です。ここでは、基本方針を推進するための手段として、体制の整備と連携・

調整を位置付けながら、具体的な方策についてまとめております。 

まず、体制の整備といたしましては、名勝おくのほそ道の風景地に関連する

他地域との情報交換や、市民交流・学術交流等が図れるような運営体制を整備

することなどを目指していきます。 

連携・調整では、指定地の本質的価値を教育・観光・まちづくりの資源とし

て活用することができるように、関係部局や機関との調整を図ります。 

また、県内の指定地を有する仙台市・岩沼市・塩竈市と積極的に情報交換を

行い、県外の指定地を有する自治体とは、おくのほそ道の「風景地ネットワー

ク」を介した広域的な情報交換・ＰＲを行います。 

そしてまず、（１）の各名勝の共通方策といたしましては、①の維持管理で

は、通年計画により業務を進め、かつ改善しながら運用し、また、専門家の意

見を維持管理業務に反映させることができるよう学術機関や有志団体との連携

体制の強化を図ってまいります。 

②の調査研究では、多賀城市埋蔵文化財調査センターを基幹施設と位置付

け、学術機関等と連携を図りながら地域の総合的な研究を推進します。 

③の広報・公開では、指定地の本質的価値を教育・観光・まちづくりの資源

としても活用できるように、教育委員会事務局各課や観光部局及び都市計画部

局との情報共有・連携を図ってまいります。 

続いて指定地ごとの方策ですが、（２）の 壺碑（つぼの石ぶみ）の運営と

いたしまして、①の維持管理は、特別史跡多賀城跡附寺跡としての維持管理と
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一元化します。 

②の整備は、多賀城市教育委員会が策定した特別史跡多賀城跡附寺跡第３次

保存管理計画及び宮城県教育委員会が策定した特別史跡多賀城跡附寺跡整備基

本計画に基づき、特別史跡としての整備を進めながら名勝としての修景や景観

向上等も実施します。 

また、（３）の興井・末の松山の運営といたしまして、①の維持管理は、本

市文化財課と地元住民・地元団体が協働しながら一体的に維持管理できるよう

な体制を構築できるように調整していきます。 

②の整備は、多賀城市歴史的風致維持向上計画及び多賀城市景観計画に基づ

き、歌枕環境整備事業として実施していきます。 

次に、９５ページから１１６ページまでは、附章といたしまして計画策定の

体制と経過、国で策定した「名勝おくのほそ道の風景地における包括的保存活

用の基本指針（案）」及び関係法令等資料を貼付しております。 

また、別冊の議案第１５号資料２につきましては、ダイジェスト版となりま

すので、後でご覧ください。 

以上で議案第１５号 名勝おくのほそ道の風景地「壺碑（つぼの石ぶみ）・

興井・末の松山」保存活用計画の策定についての説明を終わりますが、先ほど、

教育長から文化財関係の諸般の報告でもありましたとおり、今月１８日に文化

庁と最終協議を行ってきました。 

その協議の中で、章の構成の一部見直しがあり、大変申し訳ございませんが、

今後、文化庁との最終調整を予定しておりますので、ただ今説明した計画に若

干の文言の修正等があることを御了承願います。よろしくお願いいたします。 

委員長   

ただいまの説明について、何か質疑ありませんか。菊池すみ子委員。 

菊池委員   

質疑ではありませんが、１年間でこれだけのものを策定したのはすごいこと

だと思います。この中でこれからの保存のための課題も見つけておりますし、

また、学校教育とか、生涯学習とか、観光とか、そういう点を市民の方々に一

人でも多く知ってもらえるような形を取っていったほうがいいのではないかと

思います。 

それから末の松山のマツとか、興井の水とかについては、できればボランテ

ィアでそういうものを守ってくださる方達がいらっしゃればいいのではないか

と思いました。

文化財課長  

大変ありがとうございます。今、委員のほうから話のあったことを積極的に
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推進していきたいと思います。そして、興井の水質汚濁の関係につきましては、

何とか目途が立ちまして、水道のほうにも協力をもらいながら、きれいに水質

改善を図っていきたいと思います。 

もう一つご提案のありました市民協働という形での清掃活動につきまして

は、以前には天宝の会ということで組織していましたが、震災後活動を停止し

ておりますので、そういったところにも働きかけながら、何とか市民協働でい

きたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

委員長   

他に、何か質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

質疑がないものと認め、採決に入ります。議案第１５号について御異議あり

ませんか。 

    （「異議なし」の声あり。） 

委員長 

異議がないものと認め、議案第１５号について原案のとおり決定します。な

お、説明の中で文化財課長からも触れられましたが、ただ今原案のとおり決定

しましたが、決定後に文化庁との間で調整があった場合には、計画内容に変更

のない字句等の整理とか訂正があった場合には、事務局に一任するということ

にいたします。

日程第５ その他

委員長 

          次にその他に入ります。各委員から特に議題にしたい事項などありましたら

お願いします。 

（「なし」の声あり） 

ないようですので、本日の議案等の審議はすべて終了します。これをもっ

て、多賀城市教育委員会第２回定例会を終了いたします。 

     午後８時３７分閉会 

      この会議録の作成者は次のとおりである。 

              教育総務課 副主幹 伊東 芳恵 
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この会議録の正確なことを認め、ここに署名する。 

平成２８年３月２３日  

多賀城市教育委員会 

 委員長                印 

 委 員                               印 

 委 員                                印 
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